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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する入力認識部と、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドを生成する動作処理部と、
　予め登録されたユーザＩＤの中から、前記入力操作を行うユーザのユーザＩＤを特定す
る個人判別部と、
を備え、
　前記入力認識部は、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に前記
入力操作を行うユーザの特性に合わせた意味情報を認識し、
　前記入力認識部は、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に、予
め入力操作をパターン化した入力パターンに対してユーザＩＤ毎に予め定められた優先度
に基づいて、前記各入力情報に対応する前記入力パターンを特定し、該入力パターンに関
連付けられた前記意味情報を抽出する、
情報処理装置。
【請求項２】
　前記入力認識部は、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に、ユ
ーザＩＤ毎に予め入力操作をパターン化した入力パターンのうち、前記各入力情報に対応
する前記入力パターンを特定し、該入力パターンに関連付けられた前記意味情報を抽出す
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る、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する入力認識部と、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドを生成する動作処理部と、
を備え、
　前記動作処理部は、前記コマンドが入力操作の一部を省略することが可能な省略対象に
指定されている場合に、前記コマンドを生成するための２種類以上の前記意味情報のうち
１種類以上の前記意味情報が認識されると、前記コマンドを生成する、
情報処理装置。
【請求項４】
　前記動作処理部は、前記コマンドの生成頻度、最新に生成されたコマンドから過去に向
かって連続的に生成された所定個数のコマンドのうち少なくとも１つ以上のコマンド、前
記動作処理部により繰り返し実行されるコマンド生成処理のうち最新のコマンド生成処理
の開始時点から過去に向かって所定時間内に生成されたコマンド、およびユーザにより指
定された省略対象に関する情報のうち少なくとも１つ以上に基づいて、前記コマンドを前
記省略対象に指定する、請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記動作処理部は、前記コマンドにより所定の動作が実行される前に、該所定の動作の
実行の可否をユーザに確認させるための確認表示を、前記対象装置またはその他の装置の
表示画面に表示するように制御する、請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記入力認識部は、前記２種類以上の入力情報から少なくとも前記所定の動作の対象を
示す意味情報と前記所定の動作の内容を示す意味情報とを認識する、請求項１又は３に記
載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記２種類以上の入力情報は、音声による入力操作により取得した音声入力情報、およ
び体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入力操作により取得した１種類以上のジ
ェスチャ入力情報のうちの、少なくとも２種類以上の入力情報を含む、請求項１又は３に
記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記情報処理装置は、前記２種類以上の入力情報および別の入力操作により取得した別
の入力情報のうち、いずれかの入力情報から、前記所定の動作の実行量を示す実行量情報
を認識する変化量変換部をさらに備え、
　前記動作処理部は、前記２種類以上の前記意味情報および前記実行量情報を組合せるこ
とにより、対象装置に所定量の動作を実行させるためのコマンドを生成する、
　請求項１又は３に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記いずれかの入力情報は、音声による入力操作により取得した音声入力情報、または
体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入力操作により取得したジェスチャ入力情
報であり、
　前記変化量変換部は、前記いずれかの入力情報が前記音声入力情報である場合には、前
記音声入力情報から取得される音量から前記実行量情報を認識し、前記いずれかの入力情
報が前記ジェスチャ入力情報である場合には、前記ジェスチャ入力情報から取得される体
の一部若しくは全部の動きまたは状態の変化量から前記実行量情報を認識する、
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記動作処理部は、前記コマンドの生成のために必要な前記意味情報のうち１種類以上
の前記意味情報が認識されていない場合に、前記認識されていない前記意味情報の候補を
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特定し、該候補の意味情報を意味する入力操作を、前記対象装置またはその他の装置の表
示画面に表示するように制御する、請求項１又は３に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記動作処理部は、前記コマンドの生成のために必要な前記意味情報のうち１種類以上
の前記意味情報が認識されていない場合に、前記認識されていない前記意味情報の候補を
特定し、該候補の意味情報と既に認識された意味情報により生成される前記コマンドを特
定し、該コマンドにより所定の動作が実行される前の、前記対象装置に関する該動作の対
象の状態を、前記対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように制御する、請
求項１又は３に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記対象装置は、前記情報処理装置および前記情報処理装置に接続された機器のうち少
なくとも１つ以上であり、
　前記動作処理部は、生成された前記コマンドに従って前記情報処理装置および前記機器
のなくとも１つ以上に所定の動作を実行させる、
　請求項１又は３に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記動作処理部は、生成された前記コマンドに従って所定の動作が実行された結果を示
す結果情報を、前記対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように制御する、
請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　コンピュータを、
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する入力認識部と、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドを生成する動作処理部と、
　予め登録されたユーザＩＤの中から、前記入力操作を行うユーザのユーザＩＤを特定す
る個人判別部と、
として機能させるためのプログラムであり、
　前記入力認識部は、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に前記
入力操作を行うユーザの特性に合わせた意味情報を認識し、
　前記入力認識部は、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に、予
め入力操作をパターン化した入力パターンに対してユーザＩＤ毎に予め定められた優先度
に基づいて、前記各入力情報に対応する前記入力パターンを特定し、該入力パターンに関
連付けられた前記意味情報を抽出する、
プログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する入力認識部と、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドを生成する動作処理部と、
として機能させるためのプログラムであり、
　前記動作処理部は、前記コマンドが入力操作の一部を省略することが可能な省略対象に
指定されている場合に、前記コマンドを生成するための２種類以上の前記意味情報のうち
１種類以上の前記意味情報が認識されると、前記コマンドを生成する、
プログラム。
【請求項１６】
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する認識ステップと、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
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ためのコマンドを生成する生成ステップと、
　予め登録されたユーザＩＤの中から、前記入力操作を行うユーザのユーザＩＤを特定す
る特定ステップと、
を含み、
　前記認識ステップは、前記特定されたユーザＩＤに応じて、前記入力情報の種類毎に前
記入力操作を行うユーザの特性に合わせた意味情報を認識することを含み、
　前記特性に合わせた前記意味情報を認識することは、前記特定されたユーザＩＤに応じ
て、前記入力情報の種類毎に、予め入力操作をパターン化した入力パターンに対してユー
ザＩＤ毎に予め定められた優先度に基づいて、前記各入力情報に対応する前記入力パター
ンを特定し、該入力パターンに関連付けられた前記意味情報を抽出すること、を含む、
コマンド生成方法。
【請求項１７】
　２種類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、該入力情報の
種類毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する認識ステップと、
　２種類以上の前記意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドを生成する生成ステップと、
を含み、
　前記生成ステップは、前記コマンドが入力操作の一部を省略することが可能な省略対象
に指定されている場合に、前記コマンドを生成するための２種類以上の前記意味情報のう
ち１種類以上の前記意味情報が認識されると、前記コマンドを生成すること、を含む、
コマンド生成方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、プログラムおよびコマンド生成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、各種装置を動作させるために、例えば、入力装置として、キーボードやマウ
ス、テレビ等の家庭用電気機械器具用のリモートコントローラ等が使用されている。しか
しながら、対象装置を動作させるために上記のような従来型の入力装置を使用することは
、必ずしもユーザにとって直感的で分かりやすいものではない場合がある。また、ユーザ
は、入力装置を紛失した場合、対象装置を動作できなくなるおそれがある。
【０００３】
　そこで、直感的で分かりやすい音声、ジェスチャ等による入力操作により対象装置を動
作させることを可能とする、ユーザインターフェースに関する技術が提案されている。例
えば、下記特許文献１では、ユーザの入力操作を撮影した動画像からジェスチャを認識し
、認識結果に基づいて制御命令を生成する技術が開示されている。また、下記特許文献２
には、音声、ジェスチャ等のうち２種類以上の入力操作を用いて、一方の入力操作により
取得した入力情報に基づき処理を実行し、他方の入力操作により取得した入力情報に基づ
き処理の実行に対する制御（開始、中断、等）を行う技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３４３８９号公報
【特許文献２】特開２００４－１９２６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、音声、ジェスチャ等による入力操作の場合、ユーザは、対象装置に与え
られる命令コマンドと各音声、各ジェスチャ等との対応関係を覚えなければならない。特
に、上記特許文献２のように２種類以上の入力操作を使用する場合には、各コマンドと入
力操作との対応関係を覚えておくことは非常に困難である。
【０００６】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、その目的は、２種類以上
の入力操作を用いて対象装置に所望の動作を実行させるための入力操作を簡易にすること
が可能な新規かつ改良された情報処理装置、プログラムおよびコマンド生成方法を提供し
ようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、２種類以上の異なる入力操作
により取得した２種類以上の入力情報から、当該入力情報の種類毎に各入力操作の意味す
る意味情報を認識する入力認識部と、２種類以上の上記意味情報を組合せることにより、
対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンドを生成する動作処理部と、を備える情
報処理装置が提供される。
【０００８】
　また、上記入力認識部は、上記２種類以上の入力情報から少なくとも上記所定の動作の
対象を示す意味情報と上記所定の動作の内容を示す意味情報とを認識してもよい。
【０００９】
　また、上記２種類以上の入力情報は、音声による入力操作により取得した音声入力情報
、および体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入力操作により取得した１種類以
上のジェスチャ入力情報のうちの、少なくとも２種類以上の入力情報を含んでもよい。
【００１０】
　また、上記情報処理装置は、上記２種類以上の入力情報および別の入力操作により取得
した別の入力情報のうち、いずれかの入力情報から、上記所定の動作の実行量を示す実行
量情報を認識する変化量変換部をさらに備え、上記動作処理部は、上記２種類以上の上記
意味情報および上記実行量情報を組合せることにより、対象装置に所定量の動作を実行さ
せるためのコマンドを生成してもよい。
【００１１】
　また、上記いずれかの入力情報は、音声による入力操作により取得した音声入力情報、
または体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入力操作により取得したジェスチャ
入力情報であり、上記変化量変換部は、上記いずれかの入力情報が上記音声入力情報であ
る場合には、上記音声入力情報から取得される音量から上記実行量情報を認識し、上記い
ずれかの入力情報が上記ジェスチャ入力情報である場合には、上記ジェスチャ入力情報か
ら取得される体の一部若しくは全部の動きまたは状態の変化量から上記実行量情報を認識
してもよい。
【００１２】
　また、上記情報処理装置は、予め登録されたユーザＩＤの中から、上記入力操作を行う
ユーザのユーザＩＤを特定する個人判別部をさらに備え、上記入力識別部は、上記特定さ
れたユーザＩＤに応じて、上記入力情報の種類毎に上記入力操作を行うユーザの特性に合
わせた意味情報を認識してもよい。
【００１３】
　また、上記入力識別部は、上記特定されたユーザＩＤに応じて、上記入力情報の種類毎
に、ユーザＩＤ毎に予め入力操作をパターン化した入力パターンのうち、上記各入力情報
に対応する上記入力パターンを特定し、当該入力パターンに関連付けられた上記意味情報
を抽出してもよい。
【００１４】
　また、上記入力識別部は、上記特定されたユーザＩＤに応じて、上記入力情報の種類毎
に、予め入力操作をパターン化した入力パターンに対してユーザＩＤ毎に予め定められた
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優先度に基づいて、上記各入力情報に対応する上記入力パターンを特定し、当該入力パタ
ーンに関連付けられた上記意味情報を抽出してもよい。
【００１５】
　また、上記動作処理部は、上記コマンドが入力操作の一部を省略することが可能な省略
対象に指定されている場合に、上記コマンドを生成するための２種類以上の上記意味情報
のうち１種類以上の上記意味情報が認識されると、上記コマンドを生成してもよい。
【００１６】
　また、上記動作処理部は、上記コマンドの生成頻度、最新に生成されたコマンドから過
去に向かって連続的に生成された所定個数のコマンドのうち少なくとも１つ以上のコマン
ド、上記動作処理部により繰り返し実行されるコマンド生成処理のうち最新のコマンド生
成処理の開始時点から過去に向かって所定時間内に生成されたコマンド、およびユーザに
より指定された省略対象に関する情報のうち少なくとも１つ以上に基づいて、上記コマン
ドを上記省略対象に指定してもよい。
【００１７】
　また、上記動作処理部は、上記コマンドにより所定の動作が実行される前に、当該所定
の動作の実行の可否をユーザに確認させるための確認表示を、上記対象装置またはその他
の装置の表示画面に表示するように制御してもよい。
【００１８】
　また、上記動作処理部は、上記コマンドの生成のために必要な上記意味情報のうち１種
類以上の上記意味情報が認識されていない場合に、上記認識されていない上記意味情報の
候補を特定し、当該候補の意味情報を意味する入力操作を、上記対象装置またはその他の
装置の表示画面に表示するように制御してもよい。
【００１９】
　また、上記動作処理部は、上記コマンドの生成のために必要な上記意味情報のうち１種
類以上の上記意味情報が認識されていない場合に、上記認識されていない上記意味情報の
候補を特定し、当該候補の意味情報と既に認識された意味情報により生成される上記コマ
ンドを特定し、当該コマンドにより所定の動作が実行される前の、上記対象装置に関する
当該動作の対象の状態を、上記対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように
制御してもよい。
【００２０】
　また、上記対象装置は、上記情報処理装置および上記情報処理装置に接続された機器の
うち少なくとも１つ以上であり、上記動作処理部は、生成された上記コマンドに従って上
記情報処理装置および上記機器のなくとも１つ以上に所定の動作を実行させてもよい。
【００２１】
　また、上記動作処理部は、生成された上記コマンドに従って所定の動作が実行された結
果を示す結果情報を、上記対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように制御
してもよい。
【００２２】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、コンピュータを、２種
類以上の異なる入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、当該入力情報の種類
毎に各入力操作の意味する意味情報を認識する入力認識部と、２種類以上の上記意味情報
を組合せることにより、対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンドを生成する動
作処理部と、として機能させるためのプログラムが提供される。
【００２３】
　さらに、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、２種類以上の異なる
入力操作により取得した２種類以上の入力情報から、当該入力情報の種類毎に各入力操作
の意味する意味情報を認識するステップと、２種類以上の上記意味情報を組合せることに
より、対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンドを生成するステップと、を含む
コマンド生成方法が提供される。
【発明の効果】
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【００２４】
　以上説明したように、本発明に係る情報処理装置、プログラムおよびコマンド生成方法
によれば、２種類以上の入力操作を用いて対象装置に所望の動作を実行させるための入力
操作を簡易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図である
。
【図２】音声記憶部が記憶する音声認識辞書の一例を示す図である。
【図３】ジェスチャ記憶部が記憶するジェスチャ認識辞書の一例を示す第１の図である。
【図４】ジェスチャ記憶部が記憶するジェスチャ認識辞書の一例を示す第２の図である。
【図５】コマンド記憶部が記憶するコマンド辞書の一例を示す第１の図である。
【図６】コマンドによる動作の実行結果の一例を示す第１の図である。
【図７】コマンドによる動作の実行結果の一例を示す第２の図である。
【図８】入力情報と意味情報との関係の一例を示す図である。
【図９】第１の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図１１】変化量記憶部が記憶する変化量変換辞書の一例を示す第１の図である。
【図１２】変化量記憶部が記憶する変化量変換辞書の一例を示す第２の図である。
【図１３】コマンド記憶部が記憶するコマンド辞書の一例を示す第２の図である。
【図１４】第２の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の第３の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図１６】ユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書の一例を示す第１の図
である。
【図１７】ユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書の一例を示す第２の図
である。
【図１８】第３の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の第４の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図２０】動作内容記憶部が記憶する情報の一例を示す図である。
【図２１】頻度情報記憶部が記憶する情報の一例を示す図である。
【図２２】コマンド記憶部が記憶するコマンド辞書の一例を示す第３の図である。
【図２３】省略対象のコマンドの候補を表示する表示画面の一例を示す図である。
【図２４】コマンドの実行可否の確認表示を表示する表示画面の一例を示す図である
【図２５】第４の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【図２６】本発明の第５の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図２７】入力操作の候補を表示する表示画面の一例を示す第１の図である。
【図２８】入力操作の候補を表示する表示画面の一例を示す第２の図である。
【図２９】対象装置に関する動作の対象の状態を表示する表示画面の一例を示す第１の図
である。
【図３０】対象装置に関する動作の対象の状態を表示する表示画面の一例を示す第２の図
である。
【図３１】第５の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【図３２】本発明の各実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成の一例を示すブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
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　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付すことにより重複説明を省略する。
【００２７】
　また、以下の順序にしたがって当該「発明を実施するための形態」を説明する。
　　１．第１の実施形態
　　　１－１．情報処理装置の構成
　　　１－２．処理の流れ
　　２．第２の実施形態
　　　２－１．情報処理装置の構成
　　　２－２．処理の流れ
　　３．第３の実施形態
　　　３－１．情報処理装置の構成
　　　３－２．処理の流れ
　　４．第４の実施形態
　　　４－１．情報処理装置の構成
　　　４－２．処理の流れ
　　５．第５の実施形態
　　　５－１．情報処理装置の構成
　　　５－２．処理の流れ
　　６．発明の各実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成
　　７．まとめ
【００２８】
　以下に説明される各実施形態では、ユーザが操作したい対象装置に対して行う入力操作
として、２種類以上の入力操作が行われる。また、２種類以上の入力操作により取得した
２種類以上の入力情報として、音声による入力操作により取得した音声入力情報と、体の
一部若しくは全体の動きまたは状態による入力操作により取得したジェスチャ入力情報と
が用いられる。なお、音声入力情報およびジェスチャ認識情報は、ユーザの入力操作によ
り取得した２種類以上の入力操作により取得した入力情報の一例である。
【００２９】
　また、各実施形態に係る情報処理装置は、上記入力情報から対象装置を動作させるコマ
ンドを生成する。情報処理装置は、例えば、テレビ、プロジェクタ、ＤＶＤレコーダ、ブ
ルーレイレコーダ、音楽プレイヤ、ゲーム機器、エアコンディショナ、洗濯機、冷蔵庫等
の家電機器、ＰＣ（Personal　Computer）、プリンタ、スキャナ、スマートフォン、携帯
情報端末（Personal　Digital　Assistant）等の情報処理機器、または照明機器、湯沸か
し器等のその他の機器であってよい。また、情報処理装置は、これら装置と接続される周
辺機器であってもよい。
【００３０】
　＜１．第１の実施形態＞
　　［１－１．情報処理装置の構成］
　以下では、図１～８を用いて、本発明の第１の実施形態に係る情報処理装置の構成につ
いて説明する。
【００３１】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロック
図である。図１を参照すると、情報処理装置１００は、音声入力情報取得部１１０、ジェ
スチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認識部
１４０、ジェスチャ記憶部１４２、動作処理部１５０およびコマンド記憶部１５２を有す
る。なお、入力認識部は音声認識部１３０とジェスチャ認識部１４０との組合せであるも
のとして説明される。
【００３２】
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　音声入力情報取得部１１０は、ユーザが行う音声による入力操作により音声入力情報を
取得する。例えば、ユーザが音声による入力操作を行うと、音声入力情報取得部１１０は
、収音された音声から音声波形信号を抽出し、音声波形信号をアナログ／デジタル変換す
ることにより、デジタル化された音声情報を音声入力情報として取得する。また、音声入
力情報取得部１１０は、デジタル化された音声情報から音声に関する特徴量をさらに抽出
し、当該特徴量を音声入力情報として取得してもよい。その後、音声入力情報取得部１１
０は、取得された音声入力情報を音声認識部１３０へ出力する。なお、情報処理装置１０
０と接続された外部の装置が、収音された音声から音声入力情報を取得し、音声入力情報
取得部１１０は、当該外部の装置から音声自体、デジタル化された音声情報または上記特
徴量のいずれかの情報の形で音声入力情報を受信してもよい。
【００３３】
　ジェスチャ入力情報取得部１２０は、ユーザが行う体の一部若しくは全体の動きまたは
状態による入力操作によりジェスチャ入力情報を取得する。例えば、ユーザが手の動きに
よる入力操作を行うと、ジェスチャ入力情報取得部１２０は、情報処理装置１００に取付
けられたカメラを用いてユーザの手の動きを撮影することにより、デジタル化された動画
像情報をジェスチャ入力情報として取得する。また、ジェスチャ入力情報取得部１２０は
、デジタル化された動画像情報から抽出された手の動きに関する特徴量をジェスチャ入力
情報として取得してもよい。その後、ジェスチャ入力情報取得部１２０は、取得されたジ
ェスチャ入力情報をジェスチャ認識部１４０へ出力する。なお、入力操作は、手の動きに
限られず、体全体、頭、指、顔（表情）または目（視線）等の体の別の部分の動きによる
ものであってもよい。また、入力操作は、体の一部若しくは全体の動的な動きによるもの
に限られず、体の一部若しくは全体の静的な状態によるものであってもよい。また、ジェ
スチャ入力情報は、動画像情報に限られず、静止画像情報でもよく、またセンサ等によっ
て得られるその他の信号情報であってもよい。また、情報処理装置１００と接続された外
部の装置が、上記ジェスチャ入力情報を取得し、ジェスチャ入力情報取得部１２０は、当
該外部の装置からデジタル化された動画像、上記抽出された特徴量等の形式でジェスチャ
入力情報を受信してもよい。
【００３４】
　音声記憶部１３２は、予め定められた入力パターンと、当該入力パターンに関連付けら
れた意味情報とを、音声認識辞書として記憶する。ここで、入力パターンとは、例えば、
音声による入力操作を予めパターン化した情報を指す。また、意味情報とは、入力操作の
意味する情報を指す。図２は、音声記憶部１３２が記憶する音声認識辞書の一例を示す。
図２を参照すると、音声認識辞書には、例えば「ちゃんねる」、「おんりょう」等が入力
パターンとして記憶されている。上記入力パターンは、例えば、デジタル化された音声情
報や音声に関する特徴量等の、音声入力情報との比較が可能な形式で、記憶されている。
また、音声認識辞書には、例えば「ちゃんねる」という入力パターンに関連付けられた「
動作の対象はチャンネル」という意味情報、「おんりょう」という入力パターンに関連付
けられた「動作の対象は音量」という意味情報が、意味情報として記憶されている。
【００３５】
　音声認識部１３０は、音声による入力操作により取得した音声入力情報から、音声によ
る入力操作の意味する意味情報を認識する。例えば、音声認識部１３０は、入力パターン
のうち、音声入力情報に対応する入力パターンを特定し、当該入力パターンに関連付けら
れた意味情報を抽出する。
【００３６】
　音声認識部１３０は、音声入力情報取得部１１０により音声入力情報を入力されると、
音声記憶部１３２から入力パターンを取得する。次に、音声認識部１３０は、例えば、音
声入力情報と各入力パターンとの間の適合の程度を示すスコアを算出し、スコアが最も大
きい入力パターンを特定する。音声入力情報と各入力パターンとの比較による上記スコア
の算出は、現在までの公知の音声認識に関する従来技術を用いることにより実行され得る
。次に、音声認識部１３０は、特定された入力パターンに関連付けられた意味情報を音声
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記憶部１３２から抽出する。このようにして、音声認識部１３０は、入力された音声入力
情報から音声による入力操作の意味する意味情報を認識する。最後に、音声認識部１３０
は、認識された意味情報を動作処理部１５０へ出力する。
【００３７】
　例えば、「おんりょう」という音声により取得された音声入力情報が、音声認識部１３
０に入力される。図２を参照すると、例えば、音声認識部１３０は、音声入力情報と各入
力パターンとの間の上記スコア（図示せず）を算出した結果、最もスコアが大きかった入
力パターンである「おんりょう」を特定する。すると、音声認識部１３０は、「おんりょ
う」と関連付けられた意味情報である「動作の対象は音量」を意味情報として抽出する。
【００３８】
　ジェスチャ記憶部１４２は、体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入力操作を
予めパターン化した入力パターンと、当該入力パターンに関連付けられた意味情報とを、
ジェスチャ認識辞書として記憶する。図３は、ジェスチャ記憶部１４２が記憶するジェス
チャ認識辞書の一例を示す。図３を参照すると、ジェスチャ認識辞書には、例えば「手を
上に挙げる」、「手を下にさげる」等が入力パターンとして記憶されている。上記入力パ
ターンは、例えば、手の動きに関する動画像や手の動きに関する特徴量等の、ジェスチャ
入力情報との比較が可能な形式で、記憶されている。また、ジェスチャ認識辞書には、例
えば「手を上に挙げる」という入力パターンに関連付けられた「パラメータを上げる」と
いう意味情報、「手を下にさげる」という入力パターンに関連付けられた「パラメータを
下げる」という意味情報等が、記憶されている。
【００３９】
　図４は、ジェスチャ記憶部１４２が記憶するジェスチャ認識辞書の他の一例を示す。手
の動きまたは状態による入力操作ではなく、体の別の部分の動きまたは状態による入力操
作が行われる場合、ジェスチャ記憶部１４２は、図３に例示される入力パターンの代わり
に、図４に例示される入力パターンを記憶してもよい。例えば、ジェスチャ認識辞書には
、「全ての指を広げて伸ばす」、「全ての指を閉じる」等が入力パターンとして記憶され
てもよい。
【００４０】
　ジェスチャ認識部１４０は、体の一部若しくは全体の動きまたは状態による入力操作に
より取得したジェスチャ入力情報から、体の一部若しくは全体の動きまたは状態による入
力操作の意味する意味情報を認識する。例えば、ジェスチャ認識部１４０は、入力パター
ンのうち、ジェスチャ入力情報に対応する入力パターンを特定し、当該入力パターンに関
連付けられた意味情報を抽出する。
【００４１】
　ジェスチャ認識部１４０は、ジェスチャ入力情報取得部１２０によりジェスチャ入力情
報を入力されると、ジェスチャ記憶部１４２から入力パターンを取得する。次に、ジェス
チャ認識部１４０は、例えば、ジェスチャ入力情報と各入力パターンとの間の適合の程度
を示すスコアを算出し、スコアが最も大きい入力パターンを特定する。ジェスチャ入力情
報と各入力パターンとの比較による上記スコアの算出は、現在までの公知のジェスチャ認
識に関する従来技術を用いることにより実行され得る。次に、ジェスチャ認識部１４０は
、特定された入力パターンに関連付けられた意味情報をジェスチャ記憶部１４２から抽出
する。このようにして、ジェスチャ認識部１４０は、入力されたジェスチャ入力情報から
体の一部若しくは全体の動きまたは状態による入力操作の意味する意味情報を認識する。
最後に、ジェスチャ認識部１４０は、認識された意味情報を動作処理部１５０へ出力する
。
【００４２】
　例えば、手を上に挙げる動作により取得されたジェスチャ入力情報が、ジェスチャ認識
部１４０に入力される。図３を参照すると、例えば、ジェスチャ認識部１４０は、ジェス
チャ入力情報と各入力パターンとの間の上記スコアを算出した結果、最もスコアが大きか
った入力パターンである「手を上に挙げる」を特定する。すると、ジェスチャ認識部１４
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０は、「手を上に挙げる」と関連付けられた意味情報である「パラメータを上げる」を意
味情報として抽出する。
【００４３】
　コマンド記憶部１５２は、ユーザが入力操作を行う対象装置に所定の動作を実行させる
ためのコマンドと、コマンドに対応する２種類以上の意味情報の組合せとを、コマンド辞
書として記憶する。図５は、コマンド記憶部１５２が記憶するコマンド辞書の一例を示す
。図５を参照すると、コマンド辞書には、例えば「チャンネルを昇順に変える」、「音量
を上げる」等のコマンドが、記憶されている。上記コマンドは、例えば、対象装置が読み
取り可能なデータ形式で記憶されている。また、コマンド辞書には、例えば「チャンネル
を昇順に変える」というコマンドに対応する、「パラメータを上げる」、「動作の対象は
チャンネル」等が、意味情報の組合せとして記憶されている。
【００４４】
　動作処理部１５０は、２種類以上の意味情報を組合せることにより、対象装置に所定の
動作を実行させるためのコマンドを生成する。ここでの意味情報は、音声認識部１３０に
より認識された意味情報、ジェスチャ認識部１４０により認識された意味情報という２種
類の意味情報である。動作処理部１５０は、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１
４０から意味情報の入力を受けると、コマンド記憶部１５２からこれらの意味情報の組合
せに対応するコマンドを抽出する。抽出されたコマンドは、対象装置に所定の動作を実行
させるためのコマンドである。このようにして、動作処理部１５０は、対象装置に所定の
動作を実行させるためのコマンドを生成する。
【００４５】
　動作処理部１５０は、生成されたコマンドに従って対象装置に所定の動作を実行させる
。また、動作処理部１５０は、生成されたコマンドに従って所定の動作が実行された結果
を示す結果情報を、対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように制御する。
ここで、その他の装置とは、例えば対象装置と直接的にまたは間接的に接続された装置で
ある。
【００４６】
　例えば、動作処理部１５０は、音声認識部１３０により「動作の対象は音量」という意
味情報を入力され、ジェスチャ認識部１４０により「パラメータを上げる」という意味情
報を入力される。図５を参照すると、動作処理部１５０は、「動作の対象は音量」という
意味情報と「パラメータを上げる」という意味情報の組合せと対応する「音量を上げる」
というコマンドを生成する。すると、動作処理部１５０は、生成された「音量を上げる」
というコマンドに従って対象装置に「音量を上げる」動作を実行させる。図６は、コマン
ドによる動作の実行結果の一例を示す。上記のように「音量を上げる」動作が実行される
と、動作処理部１５０は、図６に示されるように、対象装置またはその他の装置の表示画
面の例えば右下に上げられた音量を結果情報として表示するように制御する。
【００４７】
また、例えば、動作処理部１５０は、音声認識部１３０により「動作は対象はチャンネル
」という意味情報を入力され、ジェスチャ認識部１４０により「パラメータを上げる」と
いう意味情報を入力される。図５を参照すると、動作処理部１５０は、「動作の対象はチ
ャンネル」という意味情報と「パラメータを上げる」という意味情報の組合せと対応する
「チャンネルを昇順に変える」というコマンドを生成する。すると、動作処理部１５０は
、生成された「チャンネルを昇順に変える」というコマンドに従って対象装置に「チャン
ネルを昇順に変える」動作を実行させる。図７は、コマンドによる動作の実行結果の一例
を示す。上記のように「チャンネルを昇順に変える」動作が実行されると、動作処理部１
５０は、図７に示されるように、対象装置またはその他の装置の表示画面の例えば右下に
昇順に変えられたチャンネルを結果情報として表示するように制御する。
【００４８】
　なお、動作処理部１５０が動作を実行させる対象装置は、情報処理装置１００および情
報処理装置に接続された機器のうち少なくとも１つ以上でもよい。例えば、対象装置がテ
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レビであり、当該テレビ自体が情報処理装置１００であってもよい。また、例えば、対象
装置がエアコンディショナであり、情報処理装置１００は当該エアコンディショナと接続
された周辺機器であってもよい。また、例えば、対象装置がＰＣ、プリンタ、スキャナで
あり、情報処理装置１００はこれらに接続された周辺機器であってもよい。
【００４９】
　以上、情報処理装置１００が有する音声入力情報取得部１１０、ジェスチャ入力情報取
得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認識部１４０、ジェスチ
ャ記憶部１４２、動作処理部１５０およびコマンド記憶部１５２の各々について説明した
。ここでは、さらに、音声認識部１３０とジェスチャ認識部１４０に共通する事項を説明
し、その後で音声記憶部１３２およびジェスチャ記憶部１４２に共通する事項を説明する
。
【００５０】
　また、本実施形態では、音声認識部１３０は、音声入力情報から所定の動作の対象を示
す意味情報を認識し、ジェスチャ認識部１４０は、ジェスチャ入力情報から所定の動作の
内容を示す意味情報を認識する。入力情報に対応する入力パターンと意味情報との関係の
一例を示した図８を参照して、その関係について説明する。図８のとおり、例えば、音声
入力情報から「おんりょう」とういう入力パターンが特定された場合に、「動作の対象は
音量」という意味情報が認識される。また、音声入力情報から「ちゃんねる」とういう入
力パターンが特定された場合に、「動作の対象はチャンネル」という意味情報が認識され
る。このようにして、音声入力情報から動作の対象を示す意味情報が認識される。また、
例えば、ジェスチャ入力情報から「手を上に挙げる」とういう入力パターンが特定された
場合に、「パラメータを上げる」という意味情報が認識される。また、例えば、ジェスチ
ャ入力情報から「手を下にさげる」とういう入力パターンが特定された場合に、「パラメ
ータを下げる」という意味情報が認識される。このようにして、各入力情報から、それぞ
れ無作為に定められた意味情報が認識されるのではなく、それぞれ動作の内容を示す意味
情報および動作の対象を示す意味情報が認識される。これにより、ユーザは、各入力操作
が意味し得る意味情報を想定しやすいため、入力操作をより容易に覚え得る。
【００５１】
　音声記憶部１３２およびジェスチャ記憶部１４２では、図２および図３のとおり、複数
の入力パターンに同一の意味情報が関連付けられ得る。図２を参照すると、例えば、「ち
ゃんねる」、「ばんぐみ」という２つの入力パターンに、「対象はチャンネル」という同
一の意味情報が関連付けられている。また、図３を参照すると、例えば、「手を上に挙げ
る」、「手を押し出す」という２つの入力パターンに、「パラメータを上げる」という同
一の意味情報が関連付けられている。この場合、ユーザは、特定の意味情報を装置に認識
させるために細かく入力操作を覚える必要はない。ユーザは、特定の意味情報を示すいず
れかの入力操作のうち覚えやすいものを覚えればよい。または、ユーザは、特定の意味情
報を示すいくつかの入力操作を知り、入力操作を行う際に思い出せるものを使えばよい。
その結果、ユーザが必ず覚えなければならない入力操作は減り得る。なお、入力パターン
と意味情報を１対１に対応付けてもよい。
【００５２】
　　［１－２．処理の流れ］
　以下では、図９を用いて、本発明の第１の実施形態に係るコマンド生成処理について説
明する。図９は、第１の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートである。
【００５３】
　図９を参照すると、まずステップＳ３１０において、音声入力情報取得部１１０が、ユ
ーザの音声による入力操作から音声入力情報を取得する。また、ジェスチャ入力情報取得
部１２０が、ユーザの体の一部若しくは全体の動きまたは状態による入力操作からジェス
チャ入力情報を取得する。
【００５４】
　次に、ステップＳ３２０において、音声認識部１３０は、音声入力情報から音声による
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入力操作の意味する意味情報を認識する。また、ジェスチャ認識部１４０は、ジェスチャ
入力情報から体の一部若しくは全体の動きまたは状態による入力操作の意味する意味情報
を認識する。
【００５５】
　ステップＳ３３０において、動作処理部１５０は、音声認識部１３０およびジェスチャ
認識部１４０から、コマンドの生成に必要な意味情報が全て認識され、入力されているか
を判定する。具体的には、例えば、動作処理部１５０は、所定の時間内に必要な意味情報
が全て入力されていなければ、本処理を終了する。一方で、動作処理部１５０は、コマン
ドの生成に必要な意味情報が全て入力されていれば、コマンドの生成に必要な意味情報が
全て認識されていると判定し、ステップＳ３４０へ進む。また、例えば、動作処理部１５
０は、所定の時間毎に意味情報の有無を確認し、一方の意味情報の入力のみがあれば、所
定の時間後に再度他方の意味情報の入力の有無を確認してもよい。その結果、動作処理部
１５０は、他方の意味情報の入力がなければ、コマンドの生成に必要ないずれかの意味情
報が認識されていないと判定し、本処理を終了する。他方の意味情報の入力があれば、コ
マンドの生成に必要な意味情報が全て認識されていると判定し、ステップＳ３４０へ進む
。
【００５６】
　次に、ステップＳ３４０において、動作処理部１５０は、２種類以上の意味情報を組合
せることにより対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンドを生成する。本実施形
態では、動作処理部１５０は、認識された意味情報を組合せることにより生成できるコマ
ンドがある場合にはコマンドを生成し、認識された意味情報を組合せることにより生成で
きるコマンドがない場合にはコマンドを生成しない。
【００５７】
　ステップ３５０において、動作処理部１５０は、コマンドが生成されているかを判定す
る。ここで、コマンドが生成されている場合には、処理はステップＳ３６０へ進む。一方
、コマンドが生成されていない場合には、本処理を終了する。
【００５８】
　最後に、ステップ３６０において、動作処理部１５０は、生成されたコマンドに従って
対象装置に所定の動作を実行させる。また、動作処理部１５０は、生成されたコマンドに
従って所定の動作が実行された結果を示す結果情報を、対象装置またはその他の装置の表
示画面に表示するように制御する。
【００５９】
　以上が本発明の第１の実施形態に係るコマンド生成処理の流れである。なお、当該コマ
ンド生成処理は、情報処理装置の起動時に実行され、その後コマンド生成処理の終了時に
繰り返し実行されてもよい。または、当該コマンド生成処理は、例えば、所定の時間間隔
で繰り返し実行されてもよい。
【００６０】
　＜２．第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態に係る情報処理装置は、本発明の第１の実施形態に係る情報処
理装置が有する機能に対して、対象装置に実行させる動作の実行量を入力操作に基づいて
変える機能がさらに追加されたものである。
【００６１】
　　［２－１．情報処理装置の構成］
　以下では、図１０～１３を用いて、本発明の第２の実施形態に係る情報処理装置の構成
について説明する。
【００６２】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロッ
ク図である。図１０を参照すると、情報処理装置１００は、音声入力情報取得部１１０、
ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認
識部１４０、ジェスチャ記憶部１４２、動作処理部１５０、コマンド記憶部１５２、変化
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量変換部１６０および変化量記憶部１６２を有する。
【００６３】
このうち、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認識部１４０、ジェスチャ
記憶部１４２は、第１の実施形態として［１－１．情報処理装置の構成］において説明し
たとおりである。よって、新たに追加されている変化量変換部１６０および変化量記憶部
１６２、並びに第１の実施形態と一部の機能が相違する音声入力情報取得部１１０、ジェ
スチャ入力情報取得部１２０、動作処理部１５０およびコマンド記憶部１５２の相違箇所
を中心に説明する。
【００６４】
　音声入力情報取得部１１０は、変化量変換部１６０に音声入力情報を出力し、変化量変
換部１６０は音声入力情報から所定の動作の実行量を示す実行量情報を認識する。
【００６５】
　ジェスチャ入力情報取得部１２０は、変化量変換部１６０にジェスチャ入力情報を出力
し、変化量変換部１６０がジェスチャ入力情報から所定の動作の実行量を示す実行量情報
を認識する。本実施形態では、変化量変換部１６０は、音声入力情報またはジェスチャ入
力情報の少なくともいずれかから実行量情報を認識する。
【００６６】
　変化量記憶部１６２は、所定の動作の実行量を示す実行量情報と、音声入力情報または
ジェスチャ入力情報から実行量情報を認識するための判断基準とを、変化量変換辞書とし
て記憶する。
【００６７】
　図１１は、変化量記憶部１６２が記憶する変化量変換辞書の一例を示す。図１１は、ジ
ェスチャ入力情報から取得される手の動きの変化量から実行量情報を認識する場合の変化
量変換辞書の例を示している。この場合、変化量変換辞書には、例えば「手の動きの変化
量はＸ未満」、「手の動きの変化量はＸ以上Ｙ未満」、「手の動きの変化量はＹ以上」の
場合に動作の実行量を「小」、「中」、「大」とする判断基準が記憶されている。なお、
動作の実行量は、数値として表されてもよい。
【００６８】
　図１２は、変化量記憶部１６２が記憶する変化量変換辞書の一例を示す。図１２は、ジ
ェスチャ入力情報の他の一例である目の動きにより取得した手の動きによるジェスチャ入
力情報とは別の入力情報から、実行量情報を認識する場合の、変化量変換辞書の例を示し
ている。この場合、変化量変換辞書には、例えば「目を細めている」、「画面を凝視して
いる」場合に、動作の実行量を「画面の輝度を上げる場合：動作の実行　大、その他の場
合：動作の実行　小」、「音量を上げる／下げる場合：動作の実行　大、その他の場合：
動作の実行　小」とする判断基準が、記憶されている。
【００６９】
　変化量変換部１６０は、例えば、変化量変換部１６０は、入力情報が音声入力情報であ
る場合には、音声入力情報から取得される音量から実行量情報を認識し、入力情報がジェ
スチャ入力情報である場合には、ジェスチャ入力情報から取得される体の一部若しくは全
部の動きまたは状態の変化量から実行量情報を認識する。
【００７０】
　変化量変換部１６０は、音量から実行量情報を認識する場合、音声入力情報から音声の
音量を取得する。または、変化量変換部１６０は、体の一部若しくは全体の動きまたは状
態の変化量から実行量情報を認識する場合、ジェスチャ入力情報から体の一部若しくは全
体の動きまたは状態の変化量を取得する。ここで、体の一部若しくは全体の動きの変化量
とは、例えば、動きの開始時点と動きの完了時点との間で体の一部若しくは全体が変化し
た程度であってもよい。また、体の一部若しくは全体の状態の変化量とは、例えば、撮影
等された体の一部若しくは全体の状態と基準となる体の一部若しくは全体の状態との間で
、体の一部若しくは全体が相違する程度であってもよい。体の一部若しくは全体の動きま
たは状態の変化量の取得は、現在までの公知のジェスチャ認識に関する従来技術を用いる
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ことにより実行され得る。次に、変化量変換部１６０は、判断基準によると音量または変
化量が対応する動作の実行量を、変化量記憶部１６２から取得する。このようにして、変
化量変換部１６０は、動作の実行量を示す実行量情報を認識する。最後に、変化量変換部
１６０は、認識された実行量情報を動作処理部１５０へ出力する。
【００７１】
　例えば、手を大きく上に挙げる動作により取得されたジェスチャ入力情報が、変化量変
換部１６０に入力される。そして、変化量変換部１６０は、ジェスチャ入力情報から手の
動きの変化量Ａ３を取得する。図１１を参照すると、例えば、測定された変化量Ａ３はＹ
以上であるため、動作の実行量が「大」という実行量情報を変化量記憶部１６２から取得
する。このようにして、変化量変換部１６０は、動作の実行量が「大」という実行量情報
を認識する。
【００７２】
　なお、変化量変換部１６０は、意味情報を認識するために用いた音声入力情報およびジ
ェスチャ入力情報とは異なる、別の入力操作により取得した別の入力情報から、所定の動
作の実行量を示す実行量情報を認識してもよい。変化量変換部１６０は、上記別の入力情
報が入力されると、例えば変化量記憶部１６２から上記別の入力情報から実行量情報を認
識するための判断基準を取得する。次に、変化量変換部１６０は、例えば、上記別の入力
情報と各判断基準との間の適合の程度を示すスコアを算出し、スコアが最も大きい判断基
準を特定する。次に、変化量変換部１６０は、特定された判断基準に対応する実行量情報
を変化量記憶部１６２から抽出する。例えばこのようにして、変化量変換部１６０は、別
の入力操作により取得した上記別の入力情報から実行量情報を認識してもよい。
【００７３】
　別の入力操作が目の動きによる入力操作である場合の例を説明する。例えば、目を細め
る動作により取得された上記別の入力情報が、変化量変換部１６０に入力される。図１２
を参照すると、例えば、変化量変換部１６０は、上記別の入力情報と各判断基準との間の
スコアを算出した結果、最もスコアが大きかった判断基準である「目を細めている」を特
定する。すると、変化量変換部１６０は、「目を細めている」という判断基準と対応する
動作の実行量である「画面の輝度を下げる場合：動作の実行量　大、その他の場合：動作
の実行量　小」を実行量情報として抽出する。
【００７４】
　コマンド記憶部１５２は、対象装置に所定量の動作を実行させるためのコマンドと、コ
マンドに対応する意味情報および実行量情報との組合せとをコマンド辞書として記憶する
。図１３は、コマンド記憶部１５２が記憶するコマンド辞書の他の例を示す。図１３を参
照すると、コマンド辞書には、例えば「音量を１ポイント上げる」、「音量を３ポイント
上げる」等のコマンドが、記憶されている。また、コマンド辞書には、「パラメータを上
げる」、「動作の対象は音量」等の意味情報と「小」、「大」等の実行量情報との組合せ
が記憶されている。
【００７５】
　動作処理部１５０は、２種類以上の意味情報および実行量情報を組合せることにより、
対象装置に所定量の動作を実行させるためのコマンドを生成する。ここでの意味情報は、
音声認識部１３０により認識された意味情報、ジェスチャ認識部１４０により認識された
意味情報という２種類の意味情報である。動作処理部１５０は、意味情報を入力されるだ
けではなく、変化量変換部１６０により実行量情報を入力されると、意味情報および実行
量情報の組合せと対応するコマンドをコマンド記憶部１５２から取得する。
【００７６】
　　［２－２．処理の流れ］
　以下では、図１４を用いて、本発明の第２の実施形態に係るコマンド生成処理について
説明する。図１４は、第２の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートであ
る。この中で、ステップＳ３１０、ステップＳ３２０、ステップＳ３３０、ステップＳ３
５０およびステップＳ３６０は、［１－２．処理の流れ］にて説明した第１の実施形態に
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係るコマンド生成処理と同じである。よって、ここでは新たに追加されているステップＳ
３２２、および第１の実施形態と一部の処理が相違するステップＳ３４０の相違箇所を中
心に説明する。
【００７７】
　ステップ３２２において、変化量変換部１６０は、意味情報を認識するための音声入力
情報またはジェスチャ入力情報のうちいずれかの入力情報から、所定の動作の実行量を示
す実行量情報を認識する。
【００７８】
　また、ステップ３４０において、動作処理部１５０は、２種類以上の意味情報および実
行量情報を組合せることにより、対象装置に所定量の動作を実行させるためのコマンドを
生成する。
【００７９】
　＜３．第３の実施形態＞
　本発明の第３の実施形態に係る情報処理装置は、本発明の第１の実施形態に係る情報処
理装置が有する機能に対して、各ユーザの特性に合わせた意味情報の認識を行う機能がさ
らに追加されたものである。
【００８０】
　　［３－１．情報処理装置の構成］
　以下では、図１５～１７を用いて、本発明の第３の実施形態に係る情報処理装置の構成
について説明する。
【００８１】
　図１５は、本発明の第３の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロッ
ク図である。図１５を参照すると、情報処理装置１００は、音声入力情報取得部１１０、
ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認
識部１４０、ジェスチャ記憶部１４２、動作処理部１５０、コマンド記憶部１５２および
個人判別部１７０を有する。
【００８２】
このうち、動作処理部１５０およびコマンド記憶部１５２は、第１の実施形態として［１
－１．情報処理装置の構成］において説明したとおりである。よって、新たに追加されて
いる個人判別部１７０、並びに第１の実施形態と一部の機能が相違する音声入力情報取得
部１１０、ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジ
ェスチャ認識部１４０およびジェスチャ記憶部１４２の相違箇所を中心に説明する。
【００８３】
　音声入力情報取得部１１０は、個人判別部１７０が音声入力情報から入力操作を行うユ
ーザのユーザＩＤを特定する場合には、個人判別部１７０に音声入力情報を出力する。
【００８４】
　ジェスチャ入力情報取得部１２０は、個人判別部１７０がジェスチャ入力情報から入力
操作を行うユーザのユーザＩＤを特定する場合には、個人判別部１７０にジェスチャ入力
情報を出力する。
【００８５】
　個人判別部１７０は、予め登録されたユーザＩＤの中から、入力操作を行うユーザのユ
ーザＩＤを特定する。個人判別部１７０は、例えば、ユーザによる入力操作により取得し
た音声入力情報またはジェスチャ入力情報から、予め登録されたユーザＩＤを特定する。
例えば、音声入力情報からユーザＩＤを特定する場合、個人判別部１７０は、音声入力情
報が入力されると、音声入力情報の中の音声情報と予め登録された各ユーザの音声の特徴
量とを比較する。個人判別部１７０は、比較の結果に基づき、例えば最も適合する特徴量
を特定することにより、ユーザＩＤを特定する。また、ジェスチャに入力情報からユーザ
ＩＤを特定する場合、個人判別部１７０は、ジェスチャ力情報が入力されると、例えばジ
ェスチャ力情報の中のユーザの顔の画像と予め登録された各ユーザの顔の特徴量とを比較
する。個人判別部１７０は、比較の結果に基づき、例えば最も適合する特徴量を特定する
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ことにより、ユーザＩＤを特定する。最後に、個人判別部１７０は、特定されたユーザＩ
Ｄを音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０へ出力する。なお、個人判別部１７
０は、ユーザＩＤの特定のために、意味情報を認識するための入力情報を使用せずに、別
の情報を使用してもよい。例えば、ユーザＩＤカードからの読込情報、リモコン、マウス
、キーボード等の入力装置により入力されたユーザＩＤ情報等の、意味情報を認識するた
めの入力情報以外の別の入力情報が、使用されてもよい。
【００８６】
　音声記憶部１３２はおよびジェスチャ記憶部１４２は、それぞれユーザＩＤ毎の音声認
識辞書およびジェスチャ認識辞書を記憶する。
【００８７】
　図１６は、ユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書の一例を示す。図１
６には、ユーザＩＤ毎に予め定められた入力パターンが記憶された、ユーザＩＤ毎の音声
認識辞書およびジェスチャ認識辞書の例を示している。図１６を参照すると、ユーザＡの
音声認識辞書には、例えば「ちゃんねる」、「おんりょう」等の入力パターンが記憶され
ている。一方で、ユーザＢの音声認識辞書には、「ばんぐみ」、「ぼりゅうむ」等の入力
パターンが記憶されている。また、ユーザＡのジェスチャ認識辞書には、例えば「手を上
に挙げる」、「手を下に下げる」等の入力パターンが記憶されている。一方で、ユーザＢ
のジェスチャ認識辞書には、「手を押し出す」、「手を引き戻す」等の入力パターンが記
憶されている。なお、入力パターンに関連付けられた意味情報も記憶されている。
【００８８】
　また、図１７は、ユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書の他の例を示
す。図１７には、入力パターンに対してユーザＩＤ毎に予め定められた優先度が記憶され
た、ユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書の例を示している。図１７を
参照すると、ユーザＡの音声認識辞書には、例えば「ちゃんねる」という入力パターンに
対して、優先度として例えば「＋０．５」というスコア付加値が記憶されている。一方で
、ユーザＢの音声認識辞書には、例えば「ちゃんねる」という入力パターンに対して、優
先度として例えば「＋０」というスコア付加値が記憶されている。また、ユーザＡのジェ
スチャ認識辞書には、例えば「手を押し戻す」という入力パターンに対して、優先度とし
て例えば「＋０」というスコア付加値が記憶されている。一方で、ユーザＢのジェスチャ
認識辞書には、例えば「手を押し戻す」という入力パターンに対して、優先度として例え
ば「＋０．５」というスコア付加値が記憶されている。なお、図１７には表示されていな
いものの、入力パターンに関連付けられた意味情報も記憶されている。
【００８９】
　音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、特定されたユーザＩＤに応じて、
入力操作を行うユーザの特性に合わせた意味情報を認識する。例えば、音声認識部１３０
およびジェスチャ認識部１４０は、特定されたユーザＩＤに応じて、ユーザＩＤ毎の入力
パターンのうち、入力情報に対応する入力パターンを特定し、当該入力パターンに関連付
けられた意味情報を抽出する。
【００９０】
　音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、ここでは同様の処理を行うため、
音声認識部１３０を例にとって説明する。音声認識部１３０は、音声入力情報取得部１１
０により音声入力情報を入力され、また個人判別部１７０により特定されたユーザＩＤが
入力される。音声認識部１３０は、特定されたユーザＩＤの音声認識辞書に記憶されてい
る、特定されたユーザＩＤに対して予め定められた入力パターンを取得する。次に、音声
認識部１３０は、例えば、音声入力情報と各入力パターンとの間の適合の程度を示すスコ
アを算出し、スコアが最も大きい入力パターンを特定する。次に、音声認識部１３０は、
特定されたユーザＩＤの音声認識辞書において、特定された入力パターンに関連付けられ
た意味情報を、音声記憶部１３２から抽出する。このようにして、音声認識部１３０は、
例えばユーザＩＤ毎に予め定められた入力パターンを用いて、ユーザの特性に合わせた意
味情報を認識する。
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【００９１】
　例えば、ユーザＡによる「おんりょう」という音声により取得された音声入力情報が、
音声認識部１３０に入力される。図１６を参照すると、例えば、音声認識部１３０は、ユ
ーザＡの音声認識辞書に記憶された入力パターンである「おんりょう」を特定する。する
と、音声認識部１３０は、「おんりょう」と関連付けられた意味情報である「動作の対象
は音量」を意味情報として抽出する。
【００９２】
　なお、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、特定されたユーザＩＤに応
じて、入力パターンに対してユーザＩＤ毎に予め定められた優先度に基づいて、入力情報
に対応する入力パターンを特定し、当該入力パターンに関連付けられた意味情報を抽出し
てもよい。例えば、音声認識部１３０は、音声入力情報取得部１１０により音声入力情報
を入力され、また個人判別部１７０により特定されたユーザＩＤが入力される。音声認識
部１３０は、特定されたユーザＩＤの音声認識辞書に記憶されている、入力パターン、お
よび当該入力パターンに対して予め定められた優先度である例えばスコア付加値を取得す
る。次に、音声認識部１３０は、例えば、音声入力情報と各入力パターンとの間の適合の
程度を示すスコアを算出し、当該スコアと各入力パターンのスコア付加値の和を算出する
。音声認識部１３０は、例えば、当該和が最も大きい入力パターンを特定する。次に、音
声認識部１３０は、特定されたユーザＩＤの音声認識辞書において、特定された入力パタ
ーンに関連付けられた意味情報を、音声記憶部１３２から抽出する。このようにして、音
声認識部１３０は、例えばユーザＩＤ毎に予め定められた優先度を用いて、ユーザの特性
に合わせた意味情報を認識する。
【００９３】
　上記のように、入力操作をユーザの特性に合わせた意味情報を認識する手法の具体的な
例として、ユーザＩＤ毎に予め定められた入力パターンを用いる場合、ユーザＩＤ毎に予
め定められた優先度を用いる場合を説明した。しかしながら、入力操作をユーザの特性に
合わせた意味情報を認識する手法は、これらの具体的な例に限られず、他の具体的な手法
により実行されてもよい。
【００９４】
　　［３－２．処理の流れ］
　以下では、図１８を用いて、本発明の第３の実施形態に係るコマンド生成処理について
説明する。図１８は、第３の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートであ
る。この中で、ステップＳ３１０、ステップＳ３３０、ステップＳ３４０、ステップＳ３
５０およびステップＳ３６０は、［１－２．処理の流れ］にて説明した第１の実施形態に
係るコマンド生成処理と同じである。よって、ここでは新たに追加されているステップＳ
３１２、ステップＳ３１４、ステップＳ３１６およびステップＳ３１８、並びに第１の実
施形態と一部の処理が相違するステップＳ３２０の相違箇所を中心に説明する。
【００９５】
　ステップ３１２において、個人判別部１７０は、音声入力情報またはジェスチャ入力情
報から、予め登録されたユーザＩＤの中から、入力操作を行うユーザのユーザＩＤを特定
する。
【００９６】
　ステップ３１４において、個人判別部１７０は、ユーザＩＤは既に登録されているかを
判定する。ここで、ユーザＩＤが登録されていない、つまりユーザＩＤが特定されなかっ
た場合には、個人判別部１７０は、ユーザＩＤが特定できなかったこと示す通知を音声認
識部１３０およびジェスチャ認識部１４０に出力する。その後、処理はステップＳ３１６
へ進む。一方、ユーザＩＤが登録されている、つまりユーザＩＤが特定された場合には、
個人判別部１７０は、ユーザＩＤを音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０に出
力する。その後、処理はステップＳ３１８へ進む。
【００９７】
　ステップ３１６において、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、それぞ
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れ汎用の音声認識辞書および汎用のジェスチャ認識辞書を使用することを決定する。
【００９８】
　ステップ３１８において、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、それぞ
れユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびユーザＩＤ毎のジェスチャ認識辞書は使用すること
を決定する。
【００９９】
　また、ステップ３２０において、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、
それぞれ使用することを決定した音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書を用いて、意味
情報を認識する。特にユーザＩＤ毎の音声認識辞書およびジェスチャ認識辞書を使用する
場合には、音声認識部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、特定されたユーザＩＤに
応じて、入力操作を行うユーザの特性に合わせた意味情報を認識する。例えば、音声認識
部１３０およびジェスチャ認識部１４０は、特定されたユーザＩＤに応じて、ユーザＩＤ
毎の入力パターンのうち、入力情報に対応する入力パターンを特定し、当該入力パターン
に関連付けられた意味情報を抽出する。
【０１００】
　＜４．第４の実施形態＞
　本発明の第４の実施形態に係る情報処理装置は、本発明の第１の実施形態に係る情報処
理装置が有する機能に対して、コマンドを生成するために入力操作の一部を省略すること
を可能とする機能がさらに追加されたものである。
【０１０１】
　　［４－１．情報処理装置の構成］
　以下では、図１９～２４を用いて、本発明の第４の実施形態に係る情報処理装置の構成
について説明する。
【０１０２】
　図１９は、本発明の第４の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロッ
ク図である。図１９を参照すると、情報処理装置１００は、音声入力情報取得部１１０、
ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認
識部１４０、ジェスチャ記憶部１４２、動作処理部１５０、コマンド記憶部１５２、動作
内容記憶部１５４および頻度情報記憶部１５６を有する。
【０１０３】
このうち、音声入力情報取得部１１０、ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１
３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認識部１４０およびジェスチャ記憶部１４２は、第
１の実施形態として［１－１．情報処理装置の構成］において説明したとおりである。よ
って、新たに追加されている動作内容記憶部１５４および頻度情報記憶部１５６、並びに
第１の実施形態と一部の機能が相違する動作処理部１５０およびコマンド記憶部１５２の
相違箇所を中心に説明する。
【０１０４】
　動作内容記憶部１５４は、最新に生成されたコマンドから過去に向かって連続的に生成
された所定個数のコマンドを記憶する。例えば図９に示したコマンド生成処理を繰り返す
毎に１つのコマンドを生成する動作内容記憶部１５４は、動作処理部１５０がコマンドを
生成する度に、動作処理部１５０から当該コマンドを取得する。そして、動作内容記憶部
１５４は、当該コマンドに基づき記憶しているコマンドを更新する。なお、動作内容記憶
部１５４は、動作処理部１５０により繰り返し実行されるコマンド生成処理のうち最新の
コマンド生成処理の開始時点から過去に向かって所定時間内に生成されたコマンドを記憶
してもよい。
【０１０５】
　図２０は、動作内容記憶部１５４が記憶する情報の一例を示す。図２０を参照すると、
動作内容記憶部１５４は、例えば最新に生成されたコマンドから過去に向かって連続的に
生成されたＮ個のコマンドを記憶する。例えば、「音量を挙げる」というコマンドが最新
のコマンドとして記憶されている。また、例えば、「音量を挙げる」というコマンドに対
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応する「パラメータを挙げる」、「動作の対象は音量」という意味情報も記憶されている
。
【０１０６】
　頻度情報記憶部１５６は、各コマンドの生成頻度を記憶する。頻度情報記憶部１５６は
、例えば、動作内容記憶部１５４が新たなコマンドを取得する度に、動作内容記憶部１５
４から当該コマンドを取得する。そして、頻度情報記憶部１５６は、当該コマンドに基づ
き記憶している各コマンドの生成頻度を更新する。なお、コマンドの生成頻度は、例えば
、所定の期間内にコマンドが生成された回数を示す。
【０１０７】
　図２１は、頻度情報記憶部１５６が記憶する情報の一例を示す。図２１を参照すると、
例えば、「チャンネルを昇順に変える」というコマンドに対して、「８回」というコマン
ドの生成頻度が記憶されている。また、「チャンネルを昇順に変える」というコマンドに
対して、「パラメータを上げる」、「動作の対象はチャンネル」という意味情報も記憶さ
れている。
【０１０８】
　コマンド記憶部１５２は、各コマンドおよびそれに対応する意味情報の組合せに加えて
、省略対象に指定されているコマンドを示す省略対象情報を記憶する。例えば、コマンド
記憶部１５２は、各コマンドに対して、省略対象であるか否かを示す省略対象識別情報を
記憶する。
【０１０９】
　図２２は、コマンド記憶部１５２が記憶するコマンド辞書の一例を示す。図２２を参照
すると、例えば、コマンドの右側に省略対象であるか否かを示す省略対象識別情報が設け
られ、ここでは「音量を上げる」というコマンドが省略対象として指定されている。
【０１１０】
　動作処理部１５０は、コマンドが入力操作の一部を省略することが可能な省略対象に指
定されている場合に、コマンドを生成するための２種類以上の意味情報のうち１種類以上
の意味情報が認識されると、コマンドを生成する。ここでの意味情報は、音声認識部１３
０により認識された意味情報、ジェスチャ認識部１４０により認識された意味情報という
２種類の意味情報である。例えば所定の時間内に、音声認識部１３０またはジェスチャ認
識部１４０のいずれか一方のみから意味情報を入力された場合に、動作処理部１５０は、
コマンド記憶部１５２内で、入力された意味情報から生成され得るコマンドであって省略
対象に指定されているものを検索する。省略対象に指定されているコマンドがあれば、動
作処理部１５０は、コマンド記憶部１５２から当該コマンドを取得する。省略対象に指定
されているコマンドが存在する場合、動作処理部１５０は、当該コマンドを対象装置に所
定の動作を実行させるためのコマンドとして決定する。このようにして、動作処理部１５
０は、省略対象に指定されているコマンドを生成する。
【０１１１】
　例えば、動作処理部１５０は、ジェスチャ認識部１４０により「パラメータを上げる」
という意味情報を入力され、音声認識部１３０により意味情報が入力されない。図２２を
参照すると、「音量を上げる」というコマンドが省略対象に指定されているため、動作処
理部１５０は、「パラメータを上げる」という意味情報から、「音量を上げる」というコ
マンドをコマンド記憶部１５２から取得する。そして、動作処理部１５０は、「音量を上
げる」というコマンドを対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンドとして決定す
る。
【０１１２】
　また、動作処理部１５０は、特定のコマンドを省略対象として指定する。例えば、動作
処理部１５０は、コマンドの生成頻度に基づいて、特定のコマンドを省略対象として指定
する。例えば、動作処理部１５０は、頻度情報記憶部１５６に記憶されているコマンドの
うち生成頻度の最も高いコマンドを省略対象に指定する。図２１を参照すると、例えば、
動作処理部１５０は、生成頻度が「１５回」である「音量を上げる」というコマンドを省
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略対象に指定する。
【０１１３】
　例えば、動作処理部１５０は、最新に生成されたコマンドから過去に向かって連続的に
生成された所定個数のコマンドのうち少なくとも１つ以上のコマンドに基づいて、特定の
コマンドを省略対象として指定する。例えば、動作処理部１５０は、動作内容記憶部１５
４に記憶されているコマンドのうち最新に生成されたコマンドを省略対象に指定する。図
２０を参照すると、例えば、動作処理部１５０は、最新に生成されたコマンドである「音
量を上げる」というコマンドを省略対象に指定する。なお、動作処理部１５０は、動作処
理部１５０により繰り返し実行されるコマンド生成処理のうち最新のコマンド生成処理の
開始時点から過去に向かって所定時間内に生成されたコマンドに基づいて、特定のコマン
ドを省略対象として指定してもよい。
【０１１４】
　例えば、動作処理部１５０は、ユーザにより指定された省略対象に関する情報に基づい
て、特定のコマンドを省略対象として指定する。例えば、動作処理部１５０は、所定の表
示画面にコマンドの一覧を表示するように制御し、ユーザの入力操作により選択されたコ
マンドを省略対象として指定する。図２３は、省略対象のコマンドの候補を表示する表示
画面の一例を示す。図２３を参照すると、動作処理部１５０は、例えば、ユーザの入力操
作により選択された「音量を上げる」というコマンドを省略対象に指定する。
【０１１５】
　なお、動作処理部１５０は、コマンドにより所定の動作が実行される前に、当該所定の
動作の実行の可否をユーザに確認させるための確認表示を、対象装置またはその他の装置
の表示画面に表示するように制御してもよい。図２４は、コマンドの実行可否の確認表示
を表示する表示画面の一例を示す。図２４を参照すると、例えば、「音量を上げる」とい
う省略対象に指定されているコマンドが生成された場合に、動作処理部１５０は、「音量
を上げますか？」という確認表示を、対象装置またはその他の装置の表示画面に表示する
ように制御する。
【０１１６】
　　［４－２．処理の流れ］
　以下では、図２５を用いて、本発明の第４の実施形態に係るコマンド生成処理について
説明する。図２５は、第４の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートであ
る。この中で、ステップＳ３１０、ステップＳ３２０、ステップＳ３３０、ステップＳ３
４０、ステップＳ３５０およびステップＳ３６０は、［１－２．処理の流れ］にて説明し
た第１の実施形態に係るコマンド生成処理と同じである。よって、ここでは新たに追加さ
れているステップＳ４１０、ステップＳ４２０、ステップＳ４３０およびステップＳ４４
０を中心に説明する。
【０１１７】
　ステップＳ４１０において、動作処理部１５０は、コマンドを生成するための２種類の
意味情報のうち一方の意味情報が認識されているかを判定する。ここで、一方の意味情報
が認識されていれば、処理はステップＳ４２０へ進む。一方、いずれの意味情報も認識さ
れていない場合には、本処理を終了する。
【０１１８】
　次に、ステップＳ４２０において、動作処理部１５０は、入力された一方の意味情報か
ら生成され得るコマンドであって省略対象に指定されているものがあるかを判定する。例
えば、動作処理部１５０は、入力された一方の意味情報に基づいてコマンド記憶部１５２
から当該コマンドを取得する。ここで、上記コマンドがあれば、処理はステップＳ４３０
へ進む。一方、上記コマンドがなければ、本処理を終了する。
【０１１９】
　次に、ステップＳ４３０において、動作処理部１５０は、省略対象として指定されてい
るコマンドを生成する。例えば、動作処理部１５０は、上記のようにコマンド記憶部１５
２から取得している上記コマンドを、対象装置に所定の動作を実行させるためのコマンド
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として決定する。
【０１２０】
　最後に、ステップＳ４４０において、動作処理部１５０は、特定のコマンドを省略対象
として指定する。
【０１２１】
　＜５．第５の実施形態＞
　本発明の第５の実施形態に係る情報処理装置は、本発明の第１の実施形態に係る情報処
理装置が有する機能に対して、ユーザにより入力操作の一部が行われた場合に、さらなる
入力操作の候補をユーザに提示することを可能とする機能が、さらに追加されたものであ
る。また、ユーザにより入力操作の一部が行われた場合に、コマンドにより動作が実行さ
れる前における当該動作の対象の状態をユーザに提示することを可能とする機能が、さら
に追加されたものである。
【０１２２】
　　［５－１．情報処理装置の構成］
　以下では、図２６～３０を用いて、本発明の第５の実施形態に係る情報処理装置の構成
について説明する。
【０１２３】
　図２６は、本発明の第５の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロッ
ク図である。図２６を参照すると、情報処理装置１００は、音声入力情報取得部１１０、
ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声認識部１３０、音声記憶部１３２、ジェスチャ認
識部１４０、ジェスチャ記憶部１４２、動作処理部１５０、コマンド記憶部１５２および
時系列管理部１８０を有する。
【０１２４】
このうち、音声認識部１３０、ジェスチャ認識部１４０およびコマンド記憶部１５２は、
第１の実施形態として［１－１．情報処理装置の構成］において説明したとおりである。
よって、新たに追加されている時系列管理部１８０、並びに第１の実施形態と一部の機能
が相違する音声入力情報取得部１１０、ジェスチャ入力情報取得部１２０、音声記憶部１
３２、ジェスチャ記憶部１４２および動作処理部１５０の相違箇所を中心に説明する。
【０１２５】
　音声入力情報取得部１１０は、音声による入力操作から音声入力情報を取得すると、音
声入力情報を取得したことを示す音声取得済情報を時系列管理部１８０へ出力する。
【０１２６】
　ジェスチャ入力情報取得部１２０は、体の一部若しくは全部の動きまたは状態による入
力操作からジェスチャ入力情報を取得すると、ジェスチャ入力情報を取得したことを示す
ジェスチャ取得済情報を時系列管理部１８０へ出力する。
【０１２７】
　音声記憶部１３２は、入力パターンを、例えばデジタル化された音声情報や音声に関す
る特徴量等の音声入力情報との比較が可能な形式で記憶する。それに加えて、音声記憶部
１３２は、さらに入力パターンを、当該入力パターンに対応する入力操作をユーザが理解
できる文字情報等の形式でも記憶する。音声記憶部１３２は、動作処理部１５０からの要
求に応じて当該入力パターンを動作処理部１５０に出力する。
【０１２８】
　ジェスチャ記憶部１４２は、入力パターンを、例えば手の動きに関する動画像や手の動
きに関する特徴量等の、ジェスチャ入力情報との比較が可能な形式で記憶する。それに加
えて、ジェスチャ記憶部１４２は、さらに入力パターンを、文字情報や入力操作を示す動
画像または静止画像等の、当該入力パターンに対応する入力操作をユーザが理解できる形
式でも記憶する。ジェスチャ記憶部１３２は、動作処理部１５０からの要求に応じて当該
入力パターンを動作処理部１５０に出力する。
【０１２９】
　時系列管理部１８０は、音声入力情報およびジェスチャ入力情報の取得状況を時系列で
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記憶する。また、時系列管理部１８０は、動作処理部１５０からの要求に応じて音声入力
情報およびジェスチャ入力情報の取得状況を動作処理部１５０に出力する。時系列管理部
１８０は、例えば上記音声取得済情報およびジェスチャ取得済情報により、音声入力情報
およびジェスチャ入力情報の取得状況を時系列で把握し得る。
【０１３０】
　動作処理部１５０は、コマンドの生成のために必要な意味情報のうち１種類以上の意味
情報が認識されていない場合に、認識されていない意味情報の候補を特定し、当該候補の
意味情報を意味する入力操作を、対象装置またはその他の装置の表示画面に表示するよう
に制御する。
【０１３１】
　動作処理部１５０は、例えば、所定の時間内に、音声認識部１３０またはジェスチャ認
識部１４０のいずれか一方のみから意味情報の入力を受けた場合に、残りの意味情報を認
識するための入力情報が取得されているかを時系列管理部１８０に確認する。そして、当
該入力情報が取得されていない場合に、動作処理部１５０は、コマンド記憶部１５２から
、既に認識されている意味情報と組合されて記憶されている意味情報を、認識されていな
い意味情報の候補として取得する。次に、動作処理部１５０は、例えば、音声記憶部１３
２またはジェスチャ記憶部１４２から、上記候補の意味情報と関連付けられた入力パター
ンを取得する。そして、動作処理部１５０は、取得した入力パターンに基づいて、当該入
力パターンに対応する入力操作をユーザが理解できる形式で、対象装置またはその他の装
置の表示画面に表示するように制御する。表示される当該入力操作が、コマンドを生成す
るためのユーザによる入力操作の候補となる。
【０１３２】
　図２７は、入力操作の候補を表示する表示画面の一例を示す。図２７には、ユーザが「
手を上に挙げる」という手の動きによる入力操作を行った場合の表示画面の例が示されて
いる。図３を参照すると、「手を上に挙げる」という入力操作により、「パラメータを挙
げる」という意味情報が、ジェスチャ認識部１４０により認識される。よって、動作処理
部１５０は、「パラメータを挙げる」という意味情報をジェスチャ認識部１４０から入力
される。さらに図５を参照すると、コマンド記憶部１５２のコマンド辞書には、「動作の
対象はチャンネル」、「動作の対象は音量」、「動作の対象は画面の輝度」という意味情
報が、「手を上に挙げる」という意味情報と組合されて記憶されている。よって、動作処
理部１５０は、「動作の対象はチャンネル」、「動作の対象は音量」、「動作の対象は画
面の輝度」という意味情報の候補をコマンド記憶部１５２から取得する。また、図２を参
照すると、音声記憶部１３２の音声認識辞書には、「ちゃんねる」、「ばんぐみ」、「お
んりょう」という入力パターンが、「動作の対象はチャンネル」、「動作の対象は音量」
、「動作の対象は画面の輝度」という意味情報と関連付けられて記憶されている。よって
、動作処理部１５０は、「ちゃんねる」、「ばんぐみ」、「おんりょう」という入力パタ
ーンを音声記憶部１３２から取得する。そして、動作処理部１５０は、図２７に示される
とおり、「チャンネル」、「音量」、「明るさ」という音声による入力操作の候補を表示
画面に表示するよう制御する。
【０１３３】
　図２８は、入力操作の候補を表示する表示画面他の例を示す。図２８には、ユーザが「
おんりょう」という音声による入力操作を行った場合の表示画面の例が示されている。動
作処理部１５０は、上記と同様の処理を行った上で、図２８に示されるとおり、「手を上
に挙げる」、「手を下にさげる」という手の動きによる入力操作の候補を表示画面に表示
するように制御する。
【０１３４】
　なお、動作処理部１５０は、コマンドの生成のために必要な意味情報のうち１種類以上
の意味情報が認識されていない場合に、認識されていない意味情報の候補を特定し、当該
候補の意味情報と既に認識された意味情報により生成されるコマンドを特定し、当該コマ
ンドにより所定の動作が実行される前の、対象装置に関する当該動作の対象の状態を、対
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象装置またはその他の装置の表示画面に表示するように制御してもよい。
【０１３５】
　動作処理部１５０は、例えば、上記のように入力操作の候補を表示する場合と同じ処理
により、認識されていない意味情報の候補として取得する。次に、動作処理部１５０は、
例えば、コマンド記憶部１５２から、既に認識されている意味情報と上記候補の意味情報
との組合せに対応するコマンドを取得する。そして、動作処理部１５０は、当該コマンド
により所定の動作が実行される前の、対象装置に関する当該動作の対象の状態を、表示画
面に表示するように制御する。
【０１３６】
　図２９は、対象装置に関する動作の対象の状態を表示する表示画面の一例を示す。図２
９には、ユーザが「手を上に挙げる」という手の動きによる入力操作が行った場合の表示
画面の例が示されている。図２７の場合と同様に、動作処理部１５０は、
「パラメータを上げる」という意味情報をジェスチャ認識部１４０から入力される。また
、図２７の場合と同様に、動作処理部１５０は、「動作の対象はチャンネル」、「動作の
対象は音量」、「動作の対象は画面の輝度」という意味情報の候補をコマンド記憶部１５
２から取得する。図５を参照すると、コマンド記憶部１５２のコマンド辞書には、「チャ
ンネルを昇順に変える」、「音量を上げる」、「画面の輝度を上げる」というコマンドが
「パラメータを上げる」という既に認識された意味情報と、「動作の対象はチャンネル」
、「動作の対象は音量」、「動作の対象は画面の輝度」という候補の意味情報との組合せ
に対応して記憶されている。よって、動作処理部１５０は、「チャンネルを昇順に変える
」、「音量を上げる」、「画面の輝度を上げる」というコマンドをコマンド記憶部１５２
から取得する。そして、動作処理部１５０は、図２９に示されるとおり、「チャンネルを
昇順に変える」、「音量を上げる」、「画面の輝度を上げる」というコマンドにより動作
が実行される前の、「チャンネル」、「音量」、「画面の輝度」の状態を、表示画面に表
示するよう制御する。
【０１３７】
　図３０は、対象装置に関する動作の対象の状態を表示する表示画面の他の例を示す。図
３０には、ユーザが「おんりょう」という音声による入力操作を行った場合の表示画面の
例が示されている。動作処理部１５０は、上記と同様の処理を行った上で、「音量を上げ
る」、「音量を下げる」というコマンドにより動作が実行される前の、「音量」の状態を
、表示画面に表示するよう制御する。
【０１３８】
　　［５－２．処理の流れ］
　以下では、図３１を用いて、本発明の第５の実施形態に係るコマンド生成処理について
説明する。図３１は、第５の実施形態に係るコマンド生成処理を示すフローチャートであ
る。この中で、ステップＳ３１０、ステップＳ３２０、ステップＳ３３０、ステップＳ３
４０、ステップＳ３５０およびステップＳ３６０は、［１－２．処理の流れ］にて説明し
た第１の実施形態に係るコマンド生成処理と同じである。よって、ここでは新たに追加さ
れているステップＳ４１０、ステップＳ４５０、ステップＳ４６０、ステップＳ４７０、
ステップＳ４８０およびステップＳ４９０を中心に説明する。
【０１３９】
　ステップＳ４１０において、動作処理部１５０は、コマンドを生成するための２種類の
意味情報のうち一方の意味情報が認識されているかを判定する。ここで、一方の意味情報
が認識されていれば、処理はステップＳ４５０へ進む。一方、いずれの意味情報も認識さ
れていない場合には、本処理を終了する。
【０１４０】
　ステップＳ４５０において、動作処理部１５０は、意味情報を認識するための他方の入
力情報が存在するかを、時系列管理部１８０に確認する。ここで、他方の入力情報が既に
存在していれば、処理はステップＳ４８０へ進む。一方、他方の入力情報が未だ存在して
いなければ、処理はステップＳ４６０へ進む。
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【０１４１】
　ステップＳ４６０において、動作処理部１５０は、認識されていない意味情報の候補を
特定し、当該候補の意味情報を意味する入力操作を、対象装置またはその他の装置の表示
画面に表示するように制御する。
【０１４２】
　ステップＳ４７０において、例えばユーザがさらなる入力操作を所定の時間内に行うと
、音声入力情報取得部１１０またはジェスチャ入力情報取得部１２０は、当該入力操作に
より音声入力情報またはジェスチャ入力情報を取得する。
【０１４３】
　ステップＳ４８０において、音声認識部１３０またはジェスチャ認識部１４０は、取得
された音声入力情報またはジェスチャ入力情報から、上記他方の意味情報を認識する。
【０１４４】
　ステップＳ４９０において、動作処理部１５０は、他方の意味情報が認識されているか
を判定する。ここで、他方の意味情報が認識されていれば、処理ステップはステップＳ３
４０へ進む。一方、他方の意味情報が認識されていない場合には、本処理を終了する。
【０１４５】
　＜６．発明の各実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成＞
　次に、図３２を参照しながら、本発明の各実施形態に係る情報処理装置１００のハード
ウェア構成について、詳細に説明する。図３２は、本発明の各実施形態に係る情報処理装
置１００のハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【０１４６】
　情報処理装置１００は、主に、ＣＰＵ９０１と、ＲＯＭ９０３と、ＲＡＭ９０５と、を
備える。また、情報処理装置１００は、更に、ホストバス９０７と、ブリッジ９０９と、
外部バス９１１と、インターフェース９１３と、入力装置９１５と、出力装置９１７と、
ストレージ装置９１９と、ドライブ９２１と、接続ポート９２３と、通信装置９２５とを
備える。
【０１４７】
　ＣＰＵ９０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ９０３、ＲＡＭ９
０５、ストレージ装置９１９、またはリムーバブル記録媒体９２７に記録された各種プロ
グラムに従って、情報処理装置１００内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯＭ９
０３は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ９０
５は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや、プログラムの実行において適宜変化するパ
ラメータ等を一次記憶する。これらはＣＰＵバス等の内部バスにより構成されるホストバ
ス９０７により相互に接続されている。
【０１４８】
　ホストバス９０７は、ブリッジ９０９を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バス等の外部バス９
１１に接続されている。
【０１４９】
　入力装置９１５は、例えば、マイク、カメラ等ユーザの入力操作から入力情報を取得す
るための手段である。また、入力装置９１５は、例えば、マウス、キーボード、タッチパ
ネル、ボタン、スイッチおよびレバー等ユーザが操作する操作手段である。また、入力装
置９１５は、例えば、赤外線やその他の電波を利用したリモートコントロール手段（いわ
ゆる、リモコン）であってもよいし、情報処理装置１００の操作に対応した携帯電話やＰ
ＤＡ等の外部接続機器９２９であってもよい。さらに、入力装置９１５は、例えば、上記
の操作手段を用いてユーザにより入力された情報に基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ９
０１に出力する入力制御回路等から構成されている。情報処理装置１００のユーザは、こ
の入力装置９１５を操作することにより、情報処理装置１００に対して各種のデータを入
力したり処理動作を指示したりすることができる。
【０１５０】
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　出力装置９１７は、取得した情報をユーザに対して視覚的または聴覚的に通知すること
が可能な装置で構成される。このような装置として、ＣＲＴディスプレイ装置、液晶ディ
スプレイ装置、プラズマディスプレイ装置、ＥＬディスプレイ装置およびランプ等の表示
装置や、スピーカおよびヘッドホン等の音声出力装置や、プリンタ装置、携帯電話、ファ
クシミリ等がある。出力装置９１７は、例えば、情報処理装置１００が行った各種処理に
より得られた結果を出力する。具体的には、表示装置は、情報処理装置１００が行った各
種処理により得られた結果を、テキストまたはイメージで表示する。他方、音声出力装置
は、再生された音声データや音響データ等からなるオーディオ信号をアナログ信号に変換
して出力する。
【０１５１】
　ストレージ装置９１９は、情報処理装置１００の記憶部の一例として構成されたデータ
格納用の装置である。ストレージ装置９１９は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　
Ｄｒｉｖｅ）等の磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または光
磁気記憶デバイス等により構成される。このストレージ装置９１９は、ＣＰＵ９０１が実
行するプログラムや各種データ、および入力装置９１５または外部から取得した音響信号
データや画像信号データ等を格納する。
【０１５２】
　ドライブ９２１は、記録媒体用リーダライタであり、情報処理装置１００に内蔵、ある
いは外付けされる。ドライブ９２１は、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁
気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体９２７に記録されている情報
を読み出して、ＲＡＭ９０５に出力する。また、ドライブ９２１は、装着されている磁気
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体
９２７に記録を書き込むことも可能である。リムーバブル記録媒体９２７は、例えば、Ｄ
ＶＤメディア、ＨＤ－ＤＶＤメディア、Ｂｌｕ－ｒａｙメディア等である。また、リムー
バブル記録媒体９２７は、コンパクトフラッシュ（登録商標）（ＣｏｍｐａｃｔＦｌａｓ
ｈ：ＣＦ）、フラッシュメモリ、または、ＳＤメモリカード（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｍｅｍｏｒｙ　ｃａｒｄ）等であってもよい。また、リムーバブル記録媒体９２７
は、例えば、非接触型ＩＣチップを搭載したＩＣカード（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ　ｃａｒｄ）または電子機器等であってもよい。
【０１５３】
　接続ポート９２３は、機器を情報処理装置１００に直接接続するためのポートである。
接続ポート９２３の一例として、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）
ポート、ＩＥＥＥ１３９４ポート、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。接続ポート９２３の別の例として、ＲＳ－
２３２Ｃポート、光オーディオ端子、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。この接続ポート９２３に外部
接続機器９２９を接続することで、情報処理装置１００は、外部接続機器９２９から直接
音響信号データや画像信号データを取得したり、外部接続機器９２９に音響信号データや
画像信号データを提供したりする。
【０１５４】
　通信装置９２５は、例えば、通信網９３１に接続するための通信デバイス等で構成され
た通信インターフェースである。通信装置９２５は、例えば、有線または無線ＬＡＮ（Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、またはＷＵ
ＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）用の通信カード等である。また、通信装置９２５は、
光通信用のルータ、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）用のルータ、または、各種通信用のモデム等であってもよい。この通
信装置９２５は、例えば、インターネットや他の通信機器との間で、例えばＴＣＰ／ＩＰ
等の所定のプロトコルに則して信号等を送受信することができる。また、通信装置９２５
に接続される通信網９３１は、有線または無線によって接続されたネットワーク等により
構成され、例えば、インターネット、家庭内ＬＡＮ、赤外線通信、ラジオ波通信または衛
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星通信等であってもよい。
【０１５５】
　以上、本発明の実施形態に係る情報処理装置１００の機能を実現可能なハードウェア構
成の一例を示した。上記の各構成要素は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよいし
、各構成要素の機能に特化したハードウェアにより構成されていてもよい。従って、本実
施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利用するハードウェア構成を変更す
ることが可能である。
【０１５６】
　＜７．まとめ＞
　ここまで、図１～図３２を用いて、本発明の各実施形態について説明した。第１の実施
形態によれば、様々な効果が得られ得る。まず、２種類以上の入力操作を組合せることに
より、ユーザが覚えなければならない入力操作の数を減らすことが可能となる。例えば、
音声による入力操作と手の動きによる入力操作が組合せられる場合に、ユーザは、５個の
音声による入力操作および５個の手の動きによる入力操作の計１０個の入力操作を覚える
ことにより、最大でその組合せの数である２５個のコマンドを生成させ得る。一方で、手
の動きによる入力操作のみが用いられる場合に、ユーザが２５個のコマンドを生成させる
ために、ユーザは２５個の手の動きによる入力操作を覚えなければならない。
【０１５７】
　また、２種類以上の入力操作を組合せることにより、入力操作の種類毎の入力パターン
の数が減るため、入力操作から意図していない入力パターンが特定され、その結果意図し
ていない意味情報が認識されるという誤入力の可能性を低減し得る。
【０１５８】
　また、例えば１種類の入力操作が動作の内容を示す意味情報を意味し、別の１種類の入
力操作が動作の対象を示す意味情報を意味する場合に、ユーザは、各入力操作が意味し得
る意味情報を想定しやすいため、入力操作をより容易に覚え得る。
【０１５９】
　また、例えば複数の入力パターンに同一の意味情報が関連付けられる場合に、ユーザが
必ず覚えなければならない入力操作は減るため、ユーザが入力操作を覚える負担は軽減さ
れ得る。
【０１６０】
　また、第２の実施形態によれば、第１の実施形態に関する上記効果に加えて、ユーザは
、入力操作により、対象装置に単に所定の動作を実行させるだけではなく、対象装置に所
望の実行量で動作を実行させ得る。これにより、簡単な入力操作により、より細かい操作
指示を示すコマンドを生成でき、対象装置をより正確に動作させることができる。
【０１６１】
　また、第３の実施形態によれば、第１の実施形態に関する上記効果に加えて、各ユーザ
は容易に入力操作を行い得る。例えば、ユーザＩＤ毎に予め定められた入力パターンを用
いる場合、あるいはユーザＩＤ毎に予め定められた優先度を用いる場合に、ユーザの特性
を考慮してコマンドが生成されるため、ユーザが使用しない入力操作が誤って特定され、
意図しない意味情報が認識される可能性が低減され得る。またユーザが使用する入力操作
が正しく特定され、意図した意味情報が認識される可能性が高まり得る。
【０１６２】
　また、第４の実施形態によれば、第１の実施形態に関する上記効果に加えて、ユーザは
入力操作の一部を省略し得る。これにより、ユーザにとっての入力操作の負担が軽減され
得る。
【０１６３】
　また、第５の実施形態によれば、第１の実施形態に関する上記効果に加えて、ユーザは
、入力操作の一部を行うと、コマンドを生成するための残りの入力操作を把握し得る。ま
た、ユーザは、入力操作の一部を行うと、コマンドにより動作が実行される前における当
該動作の対象の状態を把握し得る。したがって、ユーザは次の入力操作のための参考情報
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を得ることができるため、ユーザにとっての利便性が向上し得る。
【０１６４】
　なお、上記第１～第５の実施形態において、各部の動作は互いに関連しており、互いの
関連を考慮しながら、一連の動作及び一連の処理として置き換えることができる。これに
より、情報処理装置の実施形態を、情報処理装置のコマンド生成方法の実施形態及び情報
処理装置が有する機能をコンピュータに実現させるためのプログラムの実施形態とするこ
とができる。
【０１６５】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【０１６６】
　例えば、各実施形態では、入力情報から意味情報を認識するために、予め入力操作をパ
ターン化した入力パターンを用いる例が説明されたが、本発明はかかる例に限定されない
。情報処理装置は、入力情報から直接的に意味情報を認識し、または別の種類の情報を介
して入力情報から意味情報を認識してもよい。
【０１６７】
　また、各実施形態では、入力パターン、意味情報、コマンド等の情報が情報処理装置内
に記憶されている例が説明されたが、本発明はかかる例に限定されない。各情報は、情報
処理装置に接続された別の装置に記憶され、情報処理装置は、適宜当該別の装置から各情
報を取得してもよい。
【０１６８】
　また、各実施形態では、２種類以上の入力操作として音声による入力操作と体の一部若
しくは全部の動きまたは状態による入力操作が用いられているが、本発明はかかる例に限
定されない。２種類の入力操作ではなく、３種類以上の入力操作が用いられてもよい。ま
た、例えばリモートコントローラ、マウス、キーボード、タッチパネル等の、音声または
体の一部若しくは全部の動きまたは状態以外を用いた入力操作が用いられてもよい。
【０１６９】
　また、各実施形態は、理解しやすくするために分けて説明されているが、本発明はかか
る例に限定されない。各実施形態は適宜組合せてもよい。例えば、第２の実施形態と第３
の実施形態を組合せて、情報処理装置は、変化量変換部および個人判別部の両方を有して
もよい。この場合に、例えば、変化量記憶部はユーザ毎の変化量変換辞書を記憶してもよ
く、変化量変換部は、特定されたユーザＩＤに応じて動作の実行量を示す実行量情報を認
識してもよい。
【符号の説明】
【０１７０】
　１００　　　　　　情報処理装置
　１１０　　　　　　音声入力情報取得部
　１２０　　　　　　ジェスチャ入力情報取得部
　１３０　　　　　　音声認識部
　１３２　　　　　　音声記憶部
　１４０　　　　　　ジェスチャ認識部
　１４２　　　　　　ジェスチャ記憶部
　１５０　　　　　　動作処理部
　１５２　　　　　　コマンド記憶部
　１６０　　　　　　変化量変換部
　１７０　　　　　　個人判別部
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